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ド　 前歯反対咬合者，機能分析 ，顎関節経頭 蓋 X 線規格写真，下顎頭移動 量

　切 端咬合 の 採得が 可 能な 前歯反対 咬合者 に つ い て，機

能的要因 と して の 下顎頭の 位置的変化 を 顎関節経頭蓋 X

線 規 格 写 真 を用 い て 調 べ た．

　資料 は 前歯反 対咬合者 62名 （男子 29名，女子 33名，

平均年令 1e　et　7 カ 月）の 切端咬合位 お よ び咬頭嵌合位の

両 側 の 顎 関節経頭 蓋 X 線規格 写真 248枚 で あ る．それ ぞ

れ の 患者 に つ い て ，切 端 咬 合位 と 咬頭 嵌合位 の 下 顎 頭位

を 比較 し て，下顎頭移動量 と 移動方向を 計測 し た 結果 は

以 下 の と お りで あ る．

　 1．下 顎 頭 の 移 動 量 は，最 小値 Omm ，最 大 値 3，0　mm ，

平 均 値 0．5  　mm で あ っ た，

　 2 ．移動方 向 を 計測 し た 結果は ，FH 平 面 に 対 し て 前

下 方 に 平 均 23．oe で あ っ た ．

　 3 ．下 顎 頭 の 移 動 量 に よ り，資料 は 4 グ ル ープ に 分 類

さ れ た．

　 グル ープ 1 ：両 側 の 下顎 頭 が ほ と ん ど移 動 し なか っ た

もの 38症 例 （61．3％）

　 グ ル ープ II ：両 側の 下顎 頭 の 移動 量 が 1．O　mm 前後 の

もの 10症例 （16．ユ％）

　 グル ープ III　l 片側 の 下顎 頭 の み に 移動 が 認 め られ た も

の 13症 例 （21，0％）

　 グル ープIV ：両側の 下顎頭 が大 き な移動量 を示 した も

の 1症 例 （1．6％）

　 4 ．暦齢別 に 比 較 した 結果 ，若 年者 ほ ど下 顎 頭 の 移動

量 は 大 き か っ た．

　 5 ．∠ ANB と下 顎 頭 の 移 動量 を検討 した が，両 者 間

に 関連性 は認 め られ な か っ た．

　 した が っ て ，切端咬合位 の 採得可能 な 前歯反対咬合者

とい っ て も その 機 能 的 要 因 は個 々 の 症 例 で 異 な る こ とが

判明 し た．

　経頭 蓋 顎 関節 X 線規格写 真 を応 用 した機 能 分析 は操作

が 簡 便 で あ り，また 左右 両 側 下 顎 頭 の 分析 に よ り，下顎

側方偏位の 有無 に 関す る情報 が 得 られ る た め き わ め て 有

効 な 分析法で あ る と思 わ れ た ．

　　　　　　　 （日矯歯誌　55 （5）：397 〜403 ，1996 ）

Functional　analysis 　of 　anterior 　crossbite

patients 　using 　Iateral　oblique 　transcraniaI

　　　projection　radiographs 　of 　TMJ

　The 　purpose　 of 　this　 study 　 was 　 to　 investigate　the

functional　factor　of 　anterior 　crossbite 　patients 　whD

can 　be　taken 　edge
−to−edge 　bite，　using 　lateral　oblique

transcranial　projection　radiographs 　of 　TMJ ．

　 Atotal 　of 　62　anterior 　cross 　bite　patients （29　 males

and 　33　females，　mean 　age ｝O　years 　7　months 　old ） was

selected 　as 　the 　sublects ．　 The 　materials 　were 　2481at −

eral 　 oblique 　transcranial 　 projection　radiographs 　of

TMJ 　in　the 　subjects ，　In　order 　to　investigate　distance

and 　direction　of 　furlctional　 condylar 　deviation，　 the

radiographs 　 of 　both　edge −to−edge 　bite　position　and

intercuspal　occulusal 　position　were 　evaluated 　for　each

subject ．　The 　following　results 　were 　obtained ．

　 1 ，The 　distance　of　condylar 　deviation　 was 　O　mm

minimum ，3，0　mm 　 maximum ，0，5  mm 　 average ．

　 2 ．The 　direction　 of 　condylar 　deviati｛m 　 was 　23
°

forward 　and 　downward 　to　FH 　plane　 on 　an 　 average ．

　 3 ．The 　sublects 　were 　classified 　into　4　grQups 　by

distance　 of 　 condylar 　deviation．

　Group　I ．Both　 side 　 condyle 　 of 　38　 patients　 were

almost 　stable ．（61．3％）

　Group 　II．　 Deviation　of 　both　 side 　c（｝ndyle 　〔，f　 10

patients　were 　about 　1．  mm ．（16．1％）

　Group 　III，　 One 　 side 　 condyle 　 was 　 stable 　 and 　 the

other 　side 　 condylar 　deviation　was 　 about 　I．O　mm ：13

patients　（2／．0％）
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　Gr く）up 　lV．　 De ▽iatiぐm 　of　 both　side 　c 〔mdyle 　was

apParcntly 　large：1patient　（1．6％）

　 4，The 　distallce　 of 　condylar 　deviation　 of　young

patients 　was 　larger　than ⊂me 　of 　elders ．

　 5 ，There 　 was 　 nD 　 significant 　 correlatiQn 　between

緒 言

　本研究 は，切端 咬 合 の 採得 が 可能 な Anglc　Class　III
前歯 反 対 咬合者の 機能的要因 の 分析 と し て ，切 端咬合

位 と咬頭嵌合位 に お け る 顎関節経頭蓋 X 線規格写真 を

応用 した も の で あ る．

　 以 前 よ り，機能的 要 囚 の 診査 法 と して ，頭 部 X 線規

格 写 真法
L2 ）

や ワ ッ ク ス バ イ ト法
2｝
が 考 案 さ れ て い る

が、 こ れ ら の 方法 で は 下顎位 の 変化 に と も な う下顎 の

回 転 運 動 と偏 位 を明 確 に 分析 す る こ とが 困難 な 場合 も

少 な くは な い と 考え られ る，し か し，下 顎 運動の 支点

と考 え ら れ る 下顎頭 の 位置変化 を 調 べ る こ と に よ り，

下顎偏位 の 様相 は 明 らか に な る と思 わ れ る．な ぜ な ら，

切端咬合位か ら咬頭 嵌合位に い た る下 顎 運 動 の 際 に．

下顎頭 の 位 置変化が な け れ ば，そ れ は下顎 の 回 転運動

を意味 す る．そ し て 下顎頭 の 前方 へ の 位置変化 は 下顎

の 前方偏位を意味す る の で あ る．また ，左 右 の ド顎頭

が 必ず し も同 じ 動態 を示 す と は限 らな い ．左右の
．
ド顎

頭 に 異 な る 移動量 を認 め る 場合 に は ，通常下顎側方偏

位 の 要素 が 加味 さ れ る の で あ る．

　筆者 ら は こ の ド顎頭 の 動態観察 に顎 関節経頭蓋 X 線

写真 を 日常的 に 用 い て い る ．こ の 方法 は 操作 が 簡便 で

あ り．容易 に 下顎頭偏位 の 有無及 び そ の 程度 を分析 で

き る．そ の 際 に 本研究 に 用 い た よ うな専用 の 顎関節撮

影装置 を 用 い る な ら ば 規格撮影 が 可能 と な る．

　 し た が っ て 筆者等 は ，顎関節経頭蓋 X 線規格写真 を

応用 した 前歯反 対咬合者の 機能分析は （1）下 顎 の 回転

と偏位 を 見 分 け る こ と が 容 易 で あ る （2）両 側 下 顎 頭 を

分析す る た め に 下顎側方偏位 の 要素 を確認 す る こ と が

可 能 で あ る （3）規 格撮 影 で あ る の で 再現 性が 確 保 さ れ

る   操作 が 簡便 で あ る （5） さ ら に 下 顎 頭 の 移 動 量

の み な らず顎関節 の 骨構造 や ，下顎頭位 の 観察 も 同時

に 行 え る の で．臨 床 的 に きわ め て 価 値 の 高 い も の と考

え て い る ．

　 今同 こ の 方法 で 行 っ た 62 名 の 被験者 の 機能分析 の

結果 を 報告す る．

資料 と方法

1．資　料

　本研 究 の 対象 は ，町屋矯 正歯科 診療所 を受診 した

Angle　Class　III前歯反対咬合者 62 名 で あ り，初診時 の

凵 腔 内診査 で 切端咬合 の 採 得 が 可 能 な も の に 限 定 し

た．そ れ ら の 年齢分布 を表 1 に 示す．また咬頭嵌合位

ANB 　angle 　and 　condylar 　deviation、

　These 　results 　indicated　the　importance 　of 　analysing

TMJ 　X −ray 　picturs　in　examination 　of 　fullctl〔〕nal 　fac−

tor　Qf 　anterior 　crossbite 　patients ．

　　 （↓ Jpn．　Orthod．　Soc．55 （5）：397〜403 ，1996 ）

表 1　被験者の 年齢分 布

年齢 （歳 ）　 　 男 子 　 　 女 子 計

67890123456　

　

　

　

1111111

113767300011147493200222740662003　

　

　

111

合 計 29 33 62 （人 ）

平 均 年 齢 　 10歳 7 カ 月

表 2　被 験 者 の 前 歯 被 蓋 と 上 下 顎 骨 関係 （平 均

　　 値 ± 標準偏差 ）

overjet overbite ∠ ANB

一2．8士 0．91nm 　　 4．7＋ 2．O　mm 1．0− 2．0’

に お け る側面頭部 X 線規格写真 の 計測 に よ り求 め られ

た 前歯被蓋 お よ び上 下顎 骨関係 を 表 2 に 示 す．

　資料 は，こ れ ら患者 の 切端咬合位 と咬頭嵌合位 に お

け る 両側 124 関節 の 顎関節経頭蓋 X 線規格写真 248 枚

で あ る．な お ，こ の 際 の 切 端咬合位 とは，最初 に 術者

が 誘 導 し た 後 に，患 者 が 自 力 で 容 易 に 再 現 で き る 咬 合

位 と し た ．資料 の X 線写真 を 図 1 に 示 す．

2 ．撮影方法

　 顎 関 節 経 頭 蓋 X 線 規 格 写 真 の 撮 影 に は 専 用 の 顎 関 節

X 線撮影装置 （TX 　 90，朝 日 レ ン トゲ ン 工 業 （株），京

都 ） を用 い た （図 2 ）．こ の 装置 は X 線管球 を左 右 顎 関

節に 対 向す る 位置 に 移動 反 転 で き る機構 で あ る．同
一

の 頭部固定 の も と で 切端咬合位 と 咬頭嵌合位 に お け る

両側顎関節 の 撮影 を行 っ た．そ れ ぞ れ の 咬合位 を維持

させ る た め に 撮影 中 に も患 者 に 手鏡 を 見 さ せ て 咬合位

が 変 わ ら な い よ うに 配慮 した ．そ の 間術者 も小窓 か ら

確認 を し た．

　頭 部 固 定 は，左 右 耳 入 桿 と前頭 部 お よ び後 頭 部 の 4

点式 で あ り，FH 平面 を床平面 と平行 に 位置付 け た．

X 線入射 角度 は 水 平的入射 角度  
゜
，垂 直 的入射 角度

171に統
一

した ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　’ド鰍嬬「

靉難蠡纛繊翻欝海鞠 ：持 ・∵   藤 臨

　　　　　 A　下 顎頭 の 移動 は 認 め ら れない

鏃∴ri
“

鋤 蝓 ：
：・

tt

　　　 i　 4 ¢ P デ ：

　　　　　 B 　下 顎頭 の 移 動が 認め られ る

　　　　図 1　資料 の 顎関節 X 線 規 格写真

　　A と B は 別症 例 ，切 端咬合位 と咬 頭 嵌含位 に

　お ける右 側 顎関節で あ る．

図 2 顎 関 節 X 線撮 影 装置

　　　　　　 図 3　計測 方 法

一 ：切 端咬合位 の 下 顎 頭，…… ：咬頭嵌合位

の 下 顎 頭 P ：切 端 咬 合位 の 下顎頭 最 深 点

P ’

：咬 頭 嵌 合 位 の 下 顎頭 最頂 点，N ：下 顎 窩 の

最深 点，X 軸 ：N を 通 り FH 平 面 と 平行 な 直

線 θ ： X 軸 と PP
’
の なす角度

3 ．計測方法

　切端 咬合位お よ び咬頭嵌合位の そ れ ぞ れ の X 線像 を

透写紙 上 に トレ
ー

ス し た （図 3）．

　そ の 際，下顎窩 の 最深 点 N を通 る X 軸を 基準線 と し

た．X 軸 は フ ィ ル ム E部 に 描出 さ れ る FH 平面 との 半

行 線 と し て 設定し た．こ れ は被写体外部 の 基 凖線 を 設

定 し た こ と に な る が ，頭部同
一

固定 の 状態 で 連続撮影

さ れ た も の で あ る か ら基準線 の ず れ と い うの は極め て

稀 で あ る ．外耳孔や下顎窩，関節結節等 の 骨構造 が一

致 す る こ と を確認 し た．

　計 測 は 両 フ ィ ル ム を X 軸 で 重 ね あ わ せ て 切端咬合位

と咬頭嵌合位 の 下 顎頭 の 最 頂 点 PP’
間 の 距離 を 1／10

副尺付 き ノ ギ ス に よ り求 め た 　そ の 実測値 を下顎頭 の

移動 量 と し た．

　 ま た 直線 pps と X 軸 の な す 角 θ を下顎 頭 の 移動方

向 と し た．そ の 計測 は，移動 量 が 小 さ い も の は 明確 な

方向性の 設定 が 困難 で あ る た ぬ 比較的移動量 が 大 き

い （0．8mm 以 上 ） 35 関節 に 限 定 した

4 ．グラ フ 作成 と統計処理 に つ い て

　計測 した 実測値 は表 3 に 示 し，グ ラ フ に は 実測値 を

四捨五 入 して 0．5mm 単位 で 表 記 した ．

　 平均値 の 差の 検定 に は Student　t−test を 用 い た ．

結 果

1 ．下顎頭の 移動量 （表 3＞

　資料 62名 124 関節の 移動量 の 分布を グ ラ フ に 示 す

（図 4）．移動 量 Omm が 56 関節で 全体 の 45．2％ を 占

め た ，最大値は 3．Omm で あ り 1 関節 の み で あ っ た ．

平均値 は O．50mm で あ っ た ．

2 ．下 顎頭 の 移動方向 （表 3）

　移動量 0．8mm 以上 の 35 関節 の 下 顎 頭 の 移 動方向

は ，前 下 方 に 平均 23 ．0
’
で あ っ た ．

3 ．下顎頭移動 量 の 両側 で の 比較 （図 5 ）

　個体別 に 左 右 下顎頭 の 移動量 を比較 した ．横軸 は一

側 の 移動 量 を，縦軸 は 他 側 の 移動 量 を 示 し て お り．枠

内 の 数字 は 該当 す る症例数 で あ る．その 結果 以 下 に

示 す よ う に 4 グル ープ に 分 類 で きた ．

　グル ープ 1 ：移動 量 が 両 側 と も に ｛｝．5mm 以下 の も

の 38症例 （61．3％）

　グル
ープ II：移動 量 が 両 側 と もに LO 　mm 前後 の も

の 10 症例 （16．1％）

　グ ル ープ III：一側 の 移動 量 が 0．5　mrn 以 ドな が ら，

他側 が 1，0mm 以 上 の もの 13症例 （2］．O％ ）

　 グ ル
ープ IV ：両側 の 移 動 量が と も に 大 き い もの 1症

9郵J　（1．6％）

4 ．下顎頭移動量 の 年齢別 で の検討 （図 6 ）
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計測結果

下 顎頭 移動 量 mm 移 動 方 向 （度 ） 前歯被蓋 mm

症 例 年齢　　性別 右側 　　　　左 側 右 側　 左 側 OVerjet 　　　OVerbite ∠ ANB （度 ）

1
．
6y6m 　　　 F 0　 　　 　　 　 0．5 一2．3　　 　 3．5 一2．5

2 6ygm 　 　 M 0．2　　 　　 　 2．O 3D．5 一2．6　　 　 2．8 3．0
3 7y8m 　　　 M 1，2　 　　 　 　 1．1 22．0　 24．0 一3．1　 　　 3．9 0．5
4 7y10m 　　　F 3．O　　　　　 Ll 31．5　 15，0 一2．5　　 　 2．0 一3．0
5 8y3m 　　　　F 0　　　　　　 0，2 一2．4　　　 4．8 1．0
6 8v3m 　 　　 M「 0．6　　　　　 〔｝ 一2．8　　　 5．9 一3．0
7 8v41n　　　 M置 0　　　　　　 0，5 一2．9　　　 5．工 一2．0
8 8y4m 　　　 F 0．9　 　　 　 　 （1．9 17．5　 23，5 一3．0　　　 3．0 一4．0
9 8y8m 　　　 M 0　 　　 　 　　 0 一4 ．2　　　 8．8 一1．5
10 8v10m 　 　　F” 1 ．1　　　　　 1．2 20．5　 12．0 一3．0　　　 3．3 0
11 8y10m 　 　 F 1．0　 　　 　 　 1．0 20．0　 22，5 一3．0　 　　 3．2 一L5
工2 9ylm 　　　　F 0．6　 　　 　 　 0．5 一2．5　 　　 5．D 1．5
13 9yユm 　　　 M 0　 　　 　 　　 0，3 一2．8　 　　 6．5 一1．5
14 9ylm 　　 M 1．3　　　　　 1，3 30．0　　 5．D 一4．D　 　　 7．8 一2．8
15 9y2m 　　　　F O　　　　　　 D 一2，1　 　　 6．0 一2．5
16 9y2m 　　　 F 1．l　　　　　 D．9 28，0　 32．0 一3，9　 　 　 7，3 一1 ．5
17 9y2m 　　　 F D．4　　　　　 0 一1，8　 　　 2．0 一1 ．0
18 9y3m 　　　 M 0．2　　　　　 1．O 30．5 一2，3　　　 5．2 3．0
19 9y4m 　　　　F 0　　　　　　 0 一2，1　　　 6．O 1．0
20 9y8m　　　 M 0．7　 　　 　　 0．2 一2，8　 　　 5．0 一1．0
21 9ygm 　　　　F 0　 　 　 　 　 　 0．8 4 ．0 一1．9　 　　 2．5 1．5
22 9ygm 　　　 M 1．5　 　　 　　 1．7 2．0　 25．5 一1．8　 　　 2．0 一3．0
23 9vlOm 　 　　M曽 0．2　　 　　 　 0 一2．4　 　　 3，0 2．5
24 9y111n　 　 M 0．5　　 　　 　 0．6 一4．2　　 　 7．0 一1．5
25 9yllm 　　　F LI 　 　　 　　 O．2 23 ．0 一2．7　　 　 2．9 一L5
26 ユOvlm 　　 　M　「   　　 　　 　　 0．4 一2．0　　 　 3．1 3．5
27 10vlm 　 　　M　7 0　　　　　　 0．3 一2．3　　　　　　　6，1　　11 ．0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

000055555505550050005555505Q555

2303132410111221131113211312

翫

00LL

翫

乳

LL

甑

LO
，

軌

L
伍

伍

2
＆

L
砿

3，
翫

2
ワ恥
L2

仕

L
飢

翫

2422

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

一

　
一

　
一
一
　

　
一
一
一
一
一
一
一

　
一
一
一
一
一
一
一

　
一
一
一
一

589089

工

0832D58030200500091128145300031888859D5306081244080D927

323245538335676725652237236

臥

L
翫

＆

1，
3，
5，
翫

翫

翫

ε

5。
5。
飢

似

翫

3
乳

甑

飢

甑

3。
4
乳

能

民

義

5。
ε

6。
薮

4355

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

3615489020058D1983189842703318GO9406888132410780508500070890342232222343322423122211242222L

甑

甑

111
。

ワ一
ワ一
2
且

翫

甑

翫

翫

L

生

フ一
甑

4221

，
3，
よ

翫

4

臥

鼠

2
生

よ

臥

223

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
一
一
一
一
「
一
｝
｝
一
一
一
一
一
皿
一
」
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
「
一
一
一

DGげ
　

019

．u

4 ．0

40．045

．042
．58
．510

，5
50 ．5

20．515，5

41， 04（1

3表

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

258

　

46

　

70508073

　
4

　
2
　

　
0
　

　
63

　

　
5

　
32

02110000011001DDO100010000000DDD100020

王

O101

 

 

00001000100000000

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

22

　

85

　

05

　
535

　

　
2525

　
25707

　

51

　

26

　

58

0013000001100101DOOOOlOO

−

 

O
嫉

砿

00

，
甑

01
。

0。
0
飢

01
砿

000

。
軌

L
甑

0
甑

甑

甑

L
伍

0
匪

tOO

。
甑

0
甑

000

FMMFFMMFMFFFMMFFFMFMFMMMFMMMMFFMMFFFMMMMMFFFFMMFFFFFFMMMFFF　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

 

舳

mmmmm

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

m

 

影
費
毒
嵩
費
爼
貴
羅
諸
羃
”

翻
細
M

綴
麗
暗
謡
冩
認
M

諺
鴟

齶
罐
認
婿
塁
钁
鶚
鶚
認
驪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

］

1
ー

ユ

ー

−

l11111111111111111

12345678901234567890123456789012345678901234567890

ユ

23456789012

　

　

　

　

　

　

　

　

1
ー

工

11111112222222222333333333344444444445555555555666

606162 Il6v3m 　 　 F　　　「
16y4m 　　 F
l6y7m 　　 M 　3

0．8　　　　　　　　　0．2　　　　　　　0
0　　　　　　 0
（1　　　　　　 0．2

　　　　　　　　　　　　　　．− 2，0　　 　 3．9
−．．2．3　　 　 5．2
− 3．4　 　 　 5 ．7

一4 ，5
− 2 ，5
−．−2、5

平 均 ＝ 1SD 1Dy7nユ　　　　　．0．46± 0．54　　0．53± 0．5323 ．〇十 13．7　　　− 2．8± 0．9　4．7土 2．〔｝ 一1、0± 2．0
0．50 ± O．53

ServioeLibraryN 工工
一



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

顎関 節経 頭蓋 x 線規 格写真 を用い た前歯 反対咬合者 の 機能分析　401

60

　 50

関
節 40
数

（個 ）
30

00

資 料 124関節

Mean 　O．5mm
0 S ．D ．0．5mm

000

0　 0．5 　 1．0　 1．5 　 2．0　 2．5 　 3．Omm

図 4　下 顎頭 の 移動量
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図 6　下 顎 頭 移動量の 年齢別 の 比較
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図 5 下 顎 頭 移動量の 両側で の 比較

症 例 数

　資料を暦齢別 に 6群 に 分 け て 下顎頭 の 移動量 を比較

した ．そ の 結果，下顎頭 の 移動 量 は若年者 ほ ど大 き く，

年齢 の 増加 に つ れ て 減少 す る傾向 を認 め た．な お ，6

〜 8 歳未満群 と ユ6歳以上群 と の 間 に は 危 険率 5 ％ で

有意差 を認 め た．

5 ．下 顎 頭 の 移動量 と ∠ ANB との 関係 （図 7）

　資料を ∠ ANB の 大 き さ に 基 づ い て 4 群 に 分 け て 検

討 し た ．そ の 結果，各群間 で 有意差 を認 め な か っ た．

考 察

1 ．被験者 に つ い て

　本 研 究 の 対 象 は，切 端咬合 の 採得 が 可 能 な もの に 限

定 し た ，そ の た め に ，overbite が 平均 4．7　mm と前歯

被 蓋 が 比 較 的 深 か っ た の だ と思 わ れ る （表 2）．開 口 時

に は 下 顎 前歯部 は後下方 へ の 運 動経路 を と る の で

overbite 量 が 大 き い 程切端 位 で の 下顎 後 退 量 は 大 き

rnm2

．0

1．5

1．0

0．5

0
　 〈

− 2e − 2
°
≦ ＜ 0

°
0
°
≦ 〈 2

°
　 2

°
≦ 　∠ニANB

図 7 下 顎 頭 移動量 と ∠ ANB と の 関係

〈，切 端 咬 合採得 に は 有 利 と考 え られ る．一方，Overjet

は平均
一2．8mm で あ っ た．　 overjet の 絶対値 が over −

bite に 比 べ て 小 さ い こ と も切端咬合 が 採 れ た こ との

因子 の 1 つ で あ る こ と は 容易 に 推測 さ れ る，

　ま た ， 切端咬合位で は ovcrjet を Omm と み な す こ

とが で き る の で ．そ の 位置 か ら咬頭嵌合位 に い た る 経

路 で 下顎中切歯切縁部 で 平均 2．8mm 前方移動 し て い

た こ と に な る．

　本研究 は，こ の 下顎 の 前方移動 の 要因を検討 し た も

の で あ る．切端咬合 位か ら咬頭嵌 合位 に い た る
一
ド顎 運

動 は下顎頭 を支点 と した 単純な 回転運 動 な の か ，あ る

い は下 顎 頭 の前方偏位 を 伴 うの か と い う こ と に つ い て

検討 し た もの で あ る ．

　被 験者 の 年齢分布 は 8〜12歳 に集中 し て い た （表

1 ＞．当診療所 で は前 歯反対咬合者 の 治療 が 永久前歯 の

萌 出以降 に お こ な わ れ る が， 6 ・7 歳 で は体躯 が 小 さ

く頸部 が 短 か い た め に 肩 が フ ィ ル ム カ セ ッ ト部 に 当

た っ て 撮影 で きな い 場合が多 い の で あ る （図 1 参照）．
一

方 ，13 歳 以 降 に な る と 切端咬合 を 採得 で き な い 場 合

が 多 くな っ て くる ，表 1 に 示 され る よ う に 13 歳以 降 の

症 例 が 明 ら か に 少 な い ．恐 ら く機 能的 に も構造的 に も

大 き く変化 し て く る 年齢 だ と考 え ら れ る ．

2 ．切端咬合位 の 採得 に つ い て

　本研 究 で は基 準 位 と して 切 端咬合位 を 用 い た ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 こ れ は 最初 に 術者 が 誘 導 した 後 に 患者 が 自力 で 容易

に再現 で き る 切端咬合位で あ る．そ の た め，術者 の 誘

導 に よ っ て 採 得 さ れ る 中心位
”〕
よ り は多少前方位 を 採

る可能性 が あ る ．しか し双 方 と も咬頭嵌合位 よ り は後

方位 に あ る こ と は 明 らか で あ D，近 似 した下顎頭位 を

示す もの と考 え られ る．

3．顎関節経頭蓋 X 線規格撮影法 に つ い て

　 顎 関節経頭 蓋 X 線規格撮影法 は 操作 が 簡便 で あ り，
ま た上方 よ り照射 して 他 の 頭蓋部 の 骨構造 と の 重 な り

を避け る の で ，そ の 像 は 比較 的明 瞭 で あ る と い う利点

を有す る，し か し，関節 の 外側寄 りの 部 分 が 骨 の 外 形

像 と な り投 影 され る の で 他 の 部分 に つ い て は 必ず し も

把握 で き な い と い う欠点 を有 す る の で あ る．

　 また 下顎窩 に 対 す る 下顎頭 の 相対 的位置関係 す な わ

ち 下 顎 頭 位 に つ い て も，斜 め 上 方か ら投影 さ れ る た め

顎関節 の 長軸方向 と は 必 ず し も
一

致 せ ず，真 の 顎関節

の 全 体像 を 正 確 に 診断 す る こ と は困難 と 思 わ れ る．金

森 の 基 礎的研究
4 〕

で もX 線入射角度 が 5 程 度変化 した

だ けで 明 ら か に 顎関節像 に 変化が あ らわ れ た と報告 さ

れ て お り，こ の X 線写真像の み で 下 顎 頭位を 正 し く診

断 す る こ と の 限界 と難 し さ が 示唆 され て い る．

　 し か し本研究 の よ う に 規格化 さ れ た 装置 を用 い て ，

同
一・

の 頭部 固定 と い う条件下 で連続 し て 異 な る下顎位

に お け る 撮影 をすれ ば．そ れ らの X 線写真像の 比較 に

よ り下顎頭 の 位置変化 を ほ ぼ正 確 に 副 測す る こ と が で

き る の で あ る
5，．

　本研究 で は，予備研究 の 結果 に 基 づ い て，X 線入 射

角度 を水 平 的入射角度 0
「
，垂 直的入射角度 17

“
に 統

一

し た．水平的入 射角度 O
’
に つ い て は ，本研究 の 対象 が

若年者 で あ り、下顎頭 の 内外径 が 成 人 の そ れ と比 較 し

て 小 さ く，
一
ド顎頭 の 長軸 と X 線 の 入 射方向 の ずれ に よ

り生 じ る像 の 歪 み は小 さ い こ と に 基 づ き 設定 し た．ま

た ，垂 直 的 入 射 角度 は 17
°
で 通 常 の シ ュ

ーラー
氏変法

よ り小 さ め で あ る ．そ の た め に ，像 の 歪 み は 小 さ く．

下 顎 窩 に 対 す る 下 顎 頭 の 位 置関係，す な わ ち 下顎頭位

は 明瞭 に な る の で あ る．

4 ．再現性 お よび 計測誤差 に つ い て

　 再 現 性 の あ る X 線 写 真 を得 る た め に は ，管球 ・被 写

体 ・フ ィ ル ム の 幾何学的位置関係 と X 線入射角度 を
一

定 に 保 つ 必 要が あ る ．本研究 に 用 い た装置は頭部 を 固

定 し た ま ま管球 が 左 右 に 移動 し，そ れ に 伴 っ て フ ィ ル

ム カ セ ッ トが 自動的 に ス ラ イ ド し て 4 回連続 し て 撮影

す る機構 で あ る．そ の た め 切端咬合位 と咬頭嵌合位を

同
一

規格 で 撮影 す る こ とが で き るの で ，再現性 は き わ

め て 高 い と考 え られ る．

　筆者 が 本研究 の 1 標本 に っ い て 1〔1回 トレ ー
ス と計

測 を 繰 り返 した 結果，計測誤差 は 平均 0．11mm ，標 準

偏差 0．14mm で あ っ た．この 誤差 は本研究 の 内容 に あ

ま り大 き な 影響を及 ぼ す もの で は な い と考 え られ る，
5 ．下 顎 頭 の 移動量 に つ い て

　資料 124 関節 の う ち 89関節 （71．8％）は，下顎頭 の

移動 量 が  ．5mm 以 下 で あ っ た （図 4 ）．こ れ ら の 下顎

頭 で は切端咬合位 か ら咬頭嵌合位 に い た る 運動 は 回転

を主体 と して お り，あ ま り移動 を み な い 安定 した 下顎

頭位 を有 す る も の と 思 わ れ る，

　
一

方，35関節 （28．2％） は ，下顎頭 の 移動量 が LO
mm 以 上 で あ っ た．こ れ ら は切 端咬合位 か ら咬頭嵌合

位 に い た る 下顎 運動 で 明 らか に 下 顎 頭 の 前 方 移 動 を認

め る 関節 で あ る．切 端咬合採得 の 際 に 下顎 頭 が 後方位

を と る可 能性 が あ る が，正 常者 の 後 方 限界運 動 は 0．5
mm 程度 と 考 え ら れ

6’7 ），そ れ と比 較 し て も こ れ ら の 下

顎 頭 は 比 較 的大 き な 移動性 を示 し て い る．し た が っ て ，

こ れ らの 下顎頭 は，前方 へ 偏位 し て い た もの と 考 える

の が 妥当 で あ る ，

　以上 をま と め る と，62症例 124関節の う ち約 7割は

下顎 頭 が 安 定位 に あ り，約 3 割 は 下顎頭 の 前方偏位 が

認 め られ た と い う こ と に な る．
6 ．移動方向 に つ い て

　切端咬合位か ら咬頭嵌合位 へ 下顎位 を変化 させ た 際

の 下顎 頭 の 移 動方 向 は，前下方 へ 平 均 23
°

（範 囲 0
〜45

°
）で あ っ た ．こ れ は通常の 下 顎 頭 の 前方滑走運動

の 矢状顆路角 に 近 い と思 われ るが ，正常被蓋を有す る

成人有歯顎者の 下顎 前方運動時 の 矢状顆路 角
7，

と 比較

す る とや や 小 さ い 値 で あ る と思 わ れ る．そ の た め 下方

よ り は 前方偏位 の 要素が 大 き い もの と思 わ れ る．前歯

反 対咬合者 は 前歯部咬合干渉 に よ っ て 下 顎 頭 が 主 と し

て 前方 へ 偏位 す る傾 向が あ る もの と考 え られ る ．
7 ．グ ル

ープ分 けに つ い て

　 62症例を 左右下顎頭 の 移 動量 に よ り 4 グ ル ープ に

分 類 し た．そ れ ぞ れ の グ ル ープ に つ い て は 以下 の よ う

な こ と が 考 え られ る．

　 グ ル ープ 1 ：両側下顎頭 の 移動量 が と も に  ，5mm

以 下 の もの で あ り，38 症 例 で 全体 の 61，3％ を 占め て い

た ．こ れ ら の 症例は，切 端咬合位か ら 咬頭嵌合位 に い

た る 運 動経路 で 下顎 は 主 と し て 下 顎 頭 を 支 点 とす る 回

転運 動 を す る もの と思われ る．した が っ て，両側下顎

頭位 が 安定位 に あ る グル ープ とい え る．切端咬合 の 採

得 が 可能な前 歯反対咬合者 とい っ て も ， 多数は下顎 の

前方偏位 を 伴 わ な い の で あ る．

　下顎 の 前方偏位 な しで 切 端 咬 合 が 採 れ る 理 由 は 「／．

被験者 に つ い て 」で 前述 した が，平均 4．7mm とい う

大 き い Qverbite が 要因 に な っ て い る と 思わ れ る．下顎

の 開 口運動 に伴 っ て ，下 顎 前歯部 は後方 へ 移動す る．
Qverbite が 大 きい 程，切端咬合採得時 の 下 顎 前歯部 の

後方移動 量 が 大 きい こ と は 明 らか で あ る．

　グル ープ II：両側下 顎 頭 の 移動 量 が と もに 1．O　mm

程度 の もの で あ り，16．1％ を 占 め て い た ．こ れ ら の 症

例 で は，下 顎 頭 の 回転運動 に 加 え て 前方偏位 が 認 め ら

れ た こ と に な る．閉 口 時の 前歯部咬合干渉 に よ る 下顎

前方偏位 が 疑われ る．

　グル ープ III：左 右 の 下顎頭移動量 が 異 な る もの で あ

り 2LO ％ を 占め て い た ．一側 の
一
ド顎頭位 は 安定 し て い
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る の に 対 し て ，他側 は LO 　mm 以 上 の 明ら か な移動性

を示 す グ ル ープ で あ る．

　 こ の
一

側 の み の 下顎頭 の 移動 は ，下顎 の 側方運動時

に お け る 下顎頭 の 動態 に 近似 し て い る．事 実 こ れ ら の

症例 は，切 端 咬 合位 か ら咬 頭 嵌 合 位 に い た る際 に 下 顎

正 中の 偏位を 認 め た ．こ の グル ープ は側方 へ の 機能的

偏位 を有 す る もの と い え る ．飯 島 ら
8｝も顎 関節経 頭 蓋

X 線規格写真 を 用い た 反対咬合者 の 下顎 頭 位の研究で

左 右差 を有す る もの が多 か っ た と 報告 し て い る ，

　 グル ープIV ：こ れ は 1 症例 （1．6％）の み で あ っ た が，

両側下顎頭 が と もに 大 き な 移動 を 示 し て い た ．しか も

そ の 移動 量 に 左 右差を認 め た ．こ の 症例は 8歳 の 若年

者で あ る が ，下顎正中 の 側方 へ の 偏位 が 明 らか で ，臼

歯部 ク ロ ス バ イ トの 合併 が み ら れ た．

8 ．暦齢別 の 検討に つ い て

　顎 関節の 形態 は，そ れ ぞ れ の 個体 の加齢 お よ び 咬合

推移 に伴 い 変化す る もの と思われ る．特 に 成長期 に は

他 の 骨構造 と 同様 に ，大 き な 変化 が 予想 さ れ る．

　筆者 は 本研究の 結果 か ら下顎頭 の 移動量 と顎関節部

の 成長変化 は 関連性 が あ る もの と考 えて い る．上 條
9）

ら は，中 ・側切歯 が 出齦 し て 上 下歯列 の 上 下径 が ほ ぼ

定 ま っ た時期 に 下顎 窩 ・関節結節 の 高さ ・形 が 定 まり，

下 顎 頭 も そ れ と 同 じ く大 き さ ・形 の 著 し い 変化 を遂 げ

て ，両者 の そ れ ま で の 活発 な 発育 は ひ と ま ず緩慢な も

の へ と移行 す る と報告 して い る が ，本 研 究 の 6 ・7歳

の 症例 で は ま だ 下顎 窩 は 浅 く関 節 結 節 の 高 さ も低 い の

で関節面 は な だ ら か な 形態 を 有 し て い た （図 1B 参

照）．し た が っ て ，こ の よ う な 症 例 で は下 顎 窩 と下 顎 頭

の 相互形態 は そ れ ほ ど 緊密 に な っ て い な い た め に、下

顎頭 の 偏位が許容さ れ る の で は な い か と 思 わ れ る ．

　 な お，こ れ ら下顎頭 の 前方偏位 の 認 め ら れ る 若年症

例 が こ の 咬合状態 の ま ま加齢 した 場合 に ，機能的 な 適

応変化と と もに 硬組織の 改造 に ど の よ うな影響 が 及 ぶ

の か 臨床的 に 興味深 い と こ ろ で あ る ．本研究 の 結果 で

は 13 歳以上 の 症例 は 下顎頭偏位 を 認 め る も の は 少 な

か っ た．他の研究 で も若年者 の ド顎頭偏位 が 確認 さ れ

る
’°L

方 で，成人症例 で は 下顎頭 の 前後的位置変化 は

あまり大 き くな か っ た との 報告
m

が あ る．

　 し た が っ て，前歯反 対咬合 に伴 う下顎頭 の 前方偏 位

の 放置 が ，成長期間 中の 下顎頭 の リモ デ リ ン グ を 促進

して ，下顎窩中央部 に 順応 さ せ る可能性 が あ る と考え

られ る の で は な い だ ろ う か ． こ の タ イ プ の 不正咬合 の

治療 開始 を早期 に 行 う必要性 が 示 唆 さ れ る．

9 ．下顎頭の 移動 と上下顎骨 の 前後関係 に つ い て

　被験者 の ∠ ANB は
一

ガ 〜− 4
’
と比較的広範囲 で

あ っ た．切 端 咬合 が 採 れ る前歯 反 対咬合者 と い っ て も，

．E下顎骨関係 は ，　 III級傾向 の 強 い も の か ら そ う で な い

も の ま で 広 く分 布 し て い た ．

　 しか し，∠ ANB の 小 さ い 群 と 大 き い 群 と の 間 で 下

顎 頭移動量 に 有意差 は 認 め ら れ な か っ た （図 7 ）．上 下

顎骨関係 と下顎偏位 と の 間 に は 明 ら か な 関 連 性 は 認 め

られ な か っ た と い える．∠ ANB が 小 さ く骨格的不調

和 の 大 き い 症例 で あ っ て も，前歯部 の dental　compen −

sation に よ っ て 切端咬合が採 れ た の だ と い う こ と は

容 易 に 想像 さ れ る．また ，∠ ANB が 比 較的大き い 骨

格的不調和 の 小 さ い 症例 で あ っ て も，下顎 が 前方 へ 機

能 的 に 偏位 す る も の は 多 く な か っ た と い え る の で あ

る．

　本論 文 の 要 旨 は，第 48 回 日本 矯 正 歯 科 学会大 会（平成 1

年 10 月 5 日，金 沢） に お い て 発 表 した ．
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